
0歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳
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28人（２号） 22人（２号） 28人（２号）

計 41人 41人 48人

土　地

建　物

★子育て相談も受け付けています。

★園庭開放（６月から実施）

月曜日から金曜日（8：30～17：00）

★園開放（６月から実施

毎月実施日と内容をあいあいっこで

でお知らせします。（9：00～11：00）

年   齢

人   数

施 設 面 積
　6,687.68㎡

　1,828.12㎡

定   員

平成30年9月1日現在入所児童数　　174人

210人 職員数 ４３人

　平成27年度から始まった子ども・子育て支援制度では、国は、幼稚園と保育所の長所を併せ持つ認定こども園を

　推進しています。亀山市においては、質の高い幼児期の教育・保育並びに保護者に対する子育て支援の総合的な提供

電 話 （ FAX ）

設 置 者

0595-96-0181　（0595-96-0183）

亀山市

所 在 地 亀山市関町木崎786番地

施設の概要

「 心 身 と も に 健 康 で 明 る く 思 い や り の あ る 子 ど も 」 を 育 て る

研究テーマー　 「あかるくすこやかにれっつとらい！」
　　　　　　　　       　　～　あたまとからだをつかって遊ぶ中で子どもの発達を考える　～

　した。
　を行うため、関幼稚園と関保育園を統合し、平成28年4月からモデル園として「関認定こども園アスレ」を開園しま

～ ア ス レ で 一 緒 に 子 育 て し ま せん か ～

亀山市立関認定こども園アスレ

子育て支援では

～関認定こども園アスレではこんな子どもを目指しています～

心豊かに

人とかかわる子ども 徳

心も体も
健やかで
命を大切にする子ども

体

好奇心や
探究心をもって

最後まで
がんばろうと
する子ども

知

人とのかかわり

生 活 遊 び



２号認定児童 ２号認定児童 １号認定児童
7:30 7:30 ☆早朝保育 ☆早朝保育

8:30 8:30 ★おはよう

・随時登園

・持ち物の始末をしよう

11:30

12:15

★排泄指導

12:30 ★お昼寝をしよう ★降園準備 ★降園準備

14:30 (4月～11月頃)1号認定

14:00
★お昼寝をしよう
（6月～8月頃）

★さようなら

15:00 １号認定児童一時 ★おやつを食べよう 1号認定児童

16:00 ★好きな遊びをしよう 預かり ２学期より
★好きな遊びをしよ
う

一時預り

16:15 16:15 ★随時降園さようなら
★随時降園さような
ら

☆残留保育 ☆残留保育

18:30 18:30
※延長保育
★おやつを食べる

※延長保育
★おやつを食べる

19:30 19:30

4月 11月

5月 12月

6月 1月

10月 3月

関認定こども園アスレでは、こんなふうに生活しています！

乳児人形劇観劇　　非行防止教室

運動会　　遠足　　内科健診　　消防自動車要請 ひなまつり子ども会　　お別れ会　　卒園式

7月 2月

☆残留保育

※延長保育
★おやつを食べる

★ミルクを飲む

１号認定児童

★降園準備

友達とさようなら

★さようなら

★おやつを食べよう

★ミルクを飲もう

※その他　　　誕生会・身体測定・避難訓練・安全指導・防犯訓練・クリーン活動を実施しています。

入園式　　新入園児歓迎会　　いちご狩り 人形劇観劇　　交通安全教室　　フリー参観

遠足　　耳鼻科健診　　眼科健診　歯科検診 お楽しみ参観　　クリスマス会　　懇談会

消防署見学　　B&Gプール　　内科健診 新年こども会　　参観講演会

節分こども会　　関小交流会

祖父母参観　　園内プール遊び　懇談会

夏まつり　　七夕会　　関小交流会

★好きな遊びをしよう

★排泄指導

★お昼寝をしよう

★おやつを食べよう

年間行事予定

★随時降園さようなら

★みんなでお外で遊ぼう

★さんぽや絵本を楽しもう

★給食を食べよう

（健康観察・出欠確認）

時刻 時刻
３歳児 ４歳児～５歳児

・随時登園

☆早朝保育

活動

０歳児～２歳児

・持ち物の始末をしよう

・みんなでおはよう

★元気に遊ぼう

健康な心と体で生活する力を育てる

★みんなで遊ぼう

相手の気持ちや状況がわかり、楽しく活動し、協力する力を育てる

★みんなで学ぼう

自分で考え、意欲的に遊び、学ぶ力を育てる

★給食を食べよう

★なかよく遊ぼう

★絵本や紙芝居を楽しもう

認定こども園教育・保育要領や

幼児教育共通カリキュラムによる

教育・保育の実施

環境を重視し

た教育・保育

☆ 保護者とお子さんにとって活かされていくこと ☆

・子どもたちが同じ体験を積んで就学できる。

・ 0歳～5歳のたくさんの仲間の中で育つことは、優しさや思いやりの気持ちが

自ら行動にでて、それが自信に繫がる。

・活動にメリハリができる。

・体力や生活力が向上する。

・仕事を辞めたり変わったりしても子どもは同じ園、同じクラスで生活

することができ、園生活に影響しない。

・保護者はより多くの職員との関係が広がり、保護者同士の交流が

一層広がる。

お子さんの園生活の流れは、

基本的には変わりません。


